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要
約本

稿
で
は
、
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
を
対
象
に
、
そ
の
同
窓
会
名
簿
や
同
窓
会
雑

誌
の
記
載
内
容
か
ら
、
同
校
卒
業
生
の
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
分
析

の
結
果
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
「
最
終
出
身
学
校
」
と
し
て
最
多
を
占
め
た
の
は
帝
国
大
学
で
あ
っ
た
。
具
体

的
な
進
学
先
を
み
る
と
、
東
京
・
京
都
の
両
帝
国
大
学
で
帝
国
大
学
進
学
者
の
お
よ

そ
七
割
を
占
め
て
い
た
。
彼
ら
の
学
修
分
野
と
そ
の
後
の
就
職
と
の
関
連
を
み
る

と
、
文
学
や
法
学
を
修
め
、
公
務
・
自
由
業
の
う
ち
国
家
事
務
・
地
方
事
務
に
従
事

し
た
ケ
ー
ス
を
多
数
確
認
で
き
た
。
九
州
帝
国
大
学
へ
の
進
学
は
、
医
学
や
工
学
、

あ
る
い
は
農
林
水
産
な
ど
、
実
学
を
修
め
た
ケ
ー
ス
が
主
流
で
あ
っ
た
。

②
官
公
私
立
大
学
へ
の
進
学
先
は
主
に
東
京
府
の
私
立
大
学
で
あ
っ
た
。
学
修
分

野
と
従
事
し
た
産
業
と
の
関
連
を
み
る
と
、
政
治
・
経
済
・
商
学
等
を
学
び
商
工
業

に
従
事
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一
つ
の
流
れ
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
、
長
崎
医
科
大

学
、
熊
本
医
科
大
学
な
ど
、
近
隣
県
の
医
科
大
学
へ
の
進
学
も
目
立
っ
た
。

③
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
先
を
み
る
と
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
、
熊
本
高
等
工
業

学
校
な
ど
に
進
む
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
特
に
長
崎
高
等
商
業
学
校
へ
の
進
学
は
、

銀
行
や
大
会
社
、
商
業
学
校
教
員
、
軍
人
な
ど
、
後
の
幅
広
い
就
職
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
の
多
さ
も
、同
校
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

陸
海
軍
諸
学
校
、
と
り
わ
け
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
は
他
府
県
を
凌
駕
し
て
い
た
。

A
bstract

T
he
aim
ofthis
paper
is
to
clarify
the
trends
offuture
course
ofthe

Saga
Prefectural
M
iddle
School
graduates.
A
s
a
result
of
the

analysis,
the
follow
ing
features
w
ere
pointed
out.

First,
as
w
ith
the
firstm
iddle
schoolin
other
prefectures,
Im
perial

U
niversity
w
as
the
m
ost
popular
destination
for
them
.
T
he
specific

destinations
w
ere
m
ainly
T
okyo
Im
perial
U
niversity
and
K
yoto

Im
perial
U
niversity.
M
any
of
them
studied
literature
and
law
and

engaged
in
public
service.
Going
to
K
yushu
Im
perialU
niversity
w
as

another
trend.
M
any
ofthose
w
ho
studied
m
edicine
and
engineering,

becam
e
doctors
and
w
orked
in
industry.

Second,
about
those
w
ho
have
advanced
to
national
universities,
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public
universities,
and
private
universities.
A
bouthalfofthem
w
ent

on
to
private
universities
in
T
okyo.
In
m
any
cases,
they
studied

politics,
econom
ics,
and
com
m
ercial
science
and
engaged
in

com
m
erce
and
industry.
In
addition,
going
on
to
N
agasaki
M
edical

College
and
K
um
am
oto
M
edicalCollege
w
as
one
ofthe
trends.
T
hey

w
ent
to
a
m
edicaluniversity
in
a
neighboring
prefecture
and
becam
e

doctors.

T
hird,
aboutthose
w
ho
have
advanced
to
specialcolleges.
M
any
of

them
w
ent
to
N
agasaki
Com
m
ercial
College,
K
um
am
oto
T
echnical

College,
M
eijiT
echnicalCollege.

Fourth,
there
are
a
large
num
ber
ofstudents
w
ho
advanced
to
the

M
ilitary
A
cadem
y
and
the
N
avalA
cadem
y.
In
particular,
going
on

to
the
N
avalA
cadem
y
surpassed
thatin
other
prefectures.

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
を
対
象
に
、
そ
の
同
窓
会
名
簿
、
お
よ
び
同

窓
会
雑
誌
の
記
載
内
容
か
ら
、
同
校
卒
業
生
の
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
進
学
及

び
そ
の
後
の
就
職
と
の
関
連
に
着
目
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

「
佐
賀
県
の
向
学
心
は
、
断
然
他
府
県
を
凌
駕
し
て
ゐ
る
」(1)
と
言
わ
れ
る
通
り
、

特
に
大
正
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
上
級
学
校
へ
の
進
学
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
っ
た
(2)
。
三
家
そ
の
「
学
歴
エ
リ
ー
ト
の
輩
出
に
お
け
る
地
域
的
要
因
―
大
正

期
に
お
け
る
高
等
学
校
へ
の
進
学
状
況
か
ら
―
」(3)
で
は
、
各
道
府
県
の
高
等
学
校

へ
の
「
輩
出
率
」（「
あ
る
道
府
県
を
本
籍
地
と
す
る
生
徒
の
人
数
を
、
当
該
道
府
県

に
お
け
る
19
年
前
の
男
子
出
生
数
で
除
」(4)
し
た
数
）
や
道
府
県
間
で
比
較
し
た
相

対
的
な
輩
出
状
況
を
示
す
「
選
抜
度
指
数
」
か
ら
、
各
府
県
の
状
況
を
説
明
し
て
い

る
。
同
論
文
で
は
、
佐
賀
県
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
生
進
路
の
特
色
と
し
て
、
軍
関

係
学
校
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
、
両
者
と
も
に
輩
出
率
が
全
国
的
に
見
て
高
か
っ
た

(5)
と
い
う
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
力
水
準
が
高
く
人
口
規
模

が
適
当
で
あ
っ
た
「
藩
閥
」
県
で
の
輩
出
率
が
高
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
(6)
。
佐
賀

県
の
こ
う
し
た
特
色
に
は
、
生
馬
寛
信
の
指
摘
す
る
よ
う
な
旧
藩
主
鍋
島
侯
爵
家
に

よ
る
奨
学
制
度
や
(7)
、
旧
藩
以
来
の
伝
統
も
あ
ろ
う
。
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
教
官
と

し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
日
し
た
、
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
の
『
長
崎
海
軍
伝
習
所
の

日
々
』
に
は
、「
肥
前
と
薩（

マ

摩マ
）

両
藩
」
に
長
崎
港
防
御
の
責
務
が
あ
り
、
有
事
に
備
え

こ
れ
ら
の
藩
が
「
十
分
の
兵
力
」
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
(8)
。
ま
た
、

鍋
島
閑
叟
に
謁
見
し
た
折
、「
侯
は
西
洋
の
芸
術
、
科
学
に
非
常
な
関
心
を
も
ち
、
自

分
の
領
内
に
お
い
て
は
、
極
力
そ
の
保
護
の
方
法
を
講
じ
て
い
る
」(9)
と
評
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
佐
賀
県
に
お
け
る
旧
藩
時
代
以
降
の
、
工
業
発
展
、
近

代
的
西
洋
式
海
軍
の
創
設
に
対
す
る
積
極
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

肥
前
佐
賀
藩
士
で
あ
り
、
後
に
横
須
賀
・
呉
鎮
守
府
初
代
司
令
長
官
な
ど
を
歴
任
し

た
、
中
牟
田
倉
之
助
を
輩
出
し
た
の
も
同
県
で
あ
る
(10)
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
牟

田
は
、
郷
里
佐
賀
県
の
海
軍
将
校
育
成
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
。

旧
制
中
学
校
の
普
及
・
拡
大
の
様
相
は
府
県
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

要
因
を
探
る
際
、
卒
業
後
の
進
路
に
み
ら
れ
る
中
学
校
の
も
つ
社
会
的
機
能
に
着
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
旧
制
中
学
校
は
、
制
度
上
、「
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
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ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
」
と
い
う
二
つ
の
機
能

を
有
し
て
い
た
。「
高
等
ノ
学
校
」
は
複
雑
に
分
岐
し
て
お
り
、
高
等
学
校
を
経
た
帝

国
大
学
へ
の
進
学
、
官
公
私
立
の
大
学
や
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
な
ど
へ
の
進

学
、
あ
る
い
は
軍
関
係
学
校
へ
の
進
学
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
先
の
先
行

研
究
が
示
す
よ
う
に
、
佐
賀
県
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
、
難
関
と
さ
れ
る
軍
関

係
学
校
へ
の
進
学
、
両
者
と
も
に
輩
出
率
が
全
国
的
に
見
て
高
か
っ
た
。
当
該
地
域

の
エ
リ
ー
ト
校
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
佐
賀
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
は
、
中
学
校
の

も
つ
こ
う
し
た
典
型
的
な
社
会
的
機
能
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
佐
賀
中
学
校
卒
業
生
の
具
体
的
な
進
学
先
や
学
修
分
野
、
従
事
し
た

産
業
、
お
よ
び
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
、
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
内
栄
城
同
窓
会
編

『
昭
和
十
八
年
三
月

会
員
名
簿
』(11)
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
は
、
進
路
選
択

の
背
景
を
、
同
窓
会
雑
誌
に
お
け
る
卒
業
生
や
在
校
生
の
記
述
等
か
ら
探
る
。

一
、
諸
統
計
か
ら
み
る
佐
賀
中
学
校
卒
業
生
の
進
路

諸
統
計
か
ら
、
佐
賀
県
内
の
中
学
校
卒
業
生
進
路
お
よ
び
佐
賀
中
学
校
卒
業
生
の

進
路
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず
、
佐
賀
県
編
『
大
正
七
年
五
月
一
日
現
在

公
立

私
立
学
校
一
覧
』(12)
か
ら
分
か
る
情
報
を
お
さ
え
る
。【
図
表
１
】
は
、
同
書
に
示
さ

れ
た
、大
正
七
年
時
点
の
佐
賀
中
学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進

学
者
の
多
さ
を
指
摘
で
き
る
。
陸
海
軍
将
校
、
お
よ
び
諸
学
校
在
学
中
の
者
が
合
わ

せ
て
二
九
八
名
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
一
割
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。

『
文
部
省
年
報
』(13)
、『
全
国
中
学
校
ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』(14)
な
ど
の
諸
統
計
を
用
い

旧制佐賀中学校における卒業生の進路3
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て
、
全
国
的
に
み
て
、
佐
賀
県
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
に
は
ど
の
よ
う
な

特
色
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。【
図
表
２
】
は
、『
文
部
省
年
報
』
中
、
中
学
校

の
「
前
年
度
卒
業
者
ノ
本
年
度
末
ノ
状
況
」
等
か
ら
作
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
横
軸

は
、
卒
業
者
に
占
め
る
高
等
学
校
や
大
学
予
科
、
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
（
以

下
、「
専
門
学
校
等
」
と
す
る
）
へ
の
進
学
者
の
比
率
、
縦
軸
は
同
じ
く
陸
海
軍
諸
学

校
へ
の
進
学
者
の
比
率
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
十
年
お
き
に
示
し
、
参
考
ま

で
に
平
均
値
を
点
線
で
表
し
た
。
佐
賀
県
を
み
る
と
、
確
か
に
高
等
学
校
・
大
学
予

科
、
専
門
学
校
等
、
あ
る
い
は
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
、
平
均
値
よ
り

も
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
五
年
に
か
け
て

陸
海
軍
進
学
者
比
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。【
図
表
３
】【
図
表
４
】
は
、『
海
軍
省
年

報
』(15)
や
『
陸
軍
省
統
計
年
報
』(16)
か
ら
作
成
し
た
陸
軍
士
官
学
校
、
海
軍
兵
学
校
の

志
願
者
数
で
あ
る
。
中
学
校
卒
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
各
県
の
全
体
の
も
の
で
、
ま

た
昭
和
元
年
か
ら
の
十
年
間
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
て
も
佐
賀
県
は
お
よ
そ
十

位
以
内
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
り
わ
け
海
軍
志
願
者
数
が
多
か
っ
た

点
を
指
摘
で
き
よ
う
。

佐
賀
中
学
校
に
限
っ
て
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
検
討
す
る
。【
図
表
５
】
は
、

『
全
国
中
学
校
ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』
中
、「
前
学
年
度
卒
業
者
ニ
関
ス
ル
調
」
等
か
ら

作
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
等
学
校
・
大
学
予
科
へ
の
進
学
者
の
比
率
、
陸
海
軍
諸

学
校
へ
の
進
学
者
の
比
率
を
み
る
と
、
全
国
的
に
見
て
高
い
値
を
維
持
し
て
い
た
。

特
に
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
た
大
正
九
年
は
突
出
し

て
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
、官
公
私
立
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
を
み
る
と
、

全
国
計
よ
り
も
低
い
値
と
っ
た
年
が
多
い
。
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【図表３】海軍兵学校志願者数【図表４】陸軍士官学校志願者数

【図表５】全国的にみた佐賀中学校卒業生の進路



二
、『
名
簿
』
に
み
ら
れ
る
進
路
動
向
の
分
析

さ
て
、
で
は
、
具
体
的
な
進
学
先
や
従
事
し
た
産
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

上
述
し
た
、『
名
簿
』
か
ら
、
進
学
先
お
よ
び
そ
の
学
修
分
野
、
従
事
し
た
産
業
と
の

関
連
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
こ
の
『
名
簿
』
に
は
、
明
治
十
二
年
卒
業
生
か
ら
昭
和

二
十
一
年
三
月
卒
業
予
定
で
あ
っ
た
卒
業
生
七
千
余
名
の「
最
終
出
身
学
校
」や「
勤

務
先
・
官
職
・
職
業
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
進
学
先
や
就
職
先

が
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
進
学
先
の
記
載
が
あ
っ
た
の

は
全
体
の
七
割
足
ら
ず
（
四
、
八
三
〇
名
）、
勤
務
先
の
記
載
が
あ
っ
た
の
は

全
体
の
約
半
数
（
三
、
六
六
五
名
）
で
あ
っ
た
。

（
一
）
進
学
先

【
図
表
６
】
は
、『
名
簿
』
に
掲
載
さ
れ
た
七
、
〇
三
八
名
の
「
最
終
出
身

学
校
」
の
記
載
を
基
に
、
進
学
者
数
と
卒
業
者
数
に
占
め
る
そ
の
比
率
を
、

卒
業
年
別
・
学
校
種
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
項
で
は
、
便
宜
上
、

西
暦
を
用
い
て
、
五
年
お
き
の
合
計
値
を
示
す
。
全
体
的
に
み
て
、
記
載
の

な
い
ケ
ー
ス
や
一
九
四
一
年
以
降
を
除
け
ば
、
帝
国
大
学
進
学
者
が
最
多
で

あ
っ
た
。
最
も
高
い
比
率
を
示
し
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
の
前
半
で
あ
り
、

三
割
近
く
に
達
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
官
公
私
立
の
大
学
や
文
部
省
所
管
外

の
学
校
で
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
一
九
一
〇
年
代
の
後

半
で
ピ
ー
ク
に
達
し
て
お
り
、
二
割
近
く
を
し
め
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
一

八
九
〇
年
代
の
後
半
に
ほ
ぼ
三
割
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
文
部
省
所
管
外
の
学

校
に
つ
い
て
は
お
よ
そ
九
割
が
陸
海
軍
諸
学
校
で
あ
り
、
佐
賀
中
学
校
卒
業

者
の
進
路
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。
専
門
学
校
等
を
み
る
と
、

と
も
に
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
で
最
も
高
い
比
率
を
占
め
て
お
り
、
十
数
％
で
あ
っ

た
。
な
お
、
高
等
学
校
進
学
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
一
年
以
降
で
最
も
比
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
多
く
が
後
に
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
一
九
三
〇

年
代
以
前
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
進
学
し
て
い
て
も
「
最
終
出
身
学
校
」
と
し
て
は

示
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
(17)
。
佐
賀
中
学
校
卒
業
直
後
に
お
け
る
高
等
学
校

進
学
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
雑
誌
の
『
栄
城
』
中
に
「
高
校
入
学
歩
合
」(18)
に
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数
字
と
と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
九
州
所
在
の
高
等
学
校
た
る
第
五
及
第
七
両
高

等
学
校
に
就
て
」、
入
学
志
願
者
数
は
「
佐
賀
県
は
第
五
位
」
で
あ
る
が
、「
人
口
一

万
人
に
対
す
る
歩
合
は
佐
賀
県
は
遥
か
に
熊
本
及
福
岡
を
超
越
し
て
第
一
位
」
で
あ

る
こ
と
、
実
際
の
入
学
者
数
は
「
佐
賀
県
は
第
四
位
」
で
あ
る
が
、
同
じ
く
「
人
口

に
対
す
る
歩
合
は
熊
本
県
と
同
数
に
て
佐
賀
県
は
第
二
位
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
み
る
限
り
、
大
正
の
中
頃
に
お
い
て
は
、
第
五
、
あ
る
い
は
第
七
高
等
学
校

へ
の
入
学
に
つ
い
て
、「
佐
賀
県
が
面
積
及
人
口
共
小
県
な
る
に
係
は
ら
ず
高
等
学

校
及
大
学
入
学
者
及
志
願
者
歩
合
の
優
越
せ
る
」
状
況
で
あ
っ
た
。

な
お
、【
図
表
６
】
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
学
修
分
野
を
み
る
と
、
軍
事
分
野
が

五
六
三
名
と
最
多
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
政
治
・
経
済
・
商
学
分
野
が
四
七
九
名
、
理

学
・
工
学
分
野
が
四
三
四
名
、
医
学
・
歯
学
・
薬
学
分
野
が
三
九
一
名
、
文
学
・
法

学
分
野
が
三
二
七
名
と
続
く
。
ま
た
、「
佐
師
二
部
」
な
ど
教
員
養
成
諸
学
校
も
一
六

〇
名
、「
東
大
農
」「
九
大
農
」「
麑
島
高
農
」
な
ど
農
林
水
産
分
野
も
一
四
九
名
と
三

桁
に
上
っ
て
い
る
。

（
二
）
進
学
先
と
従
事
産
業

具
体
的
な
進
学
先
学
校
名
や
学
修
分
野
(19)
、
ま
た
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
産
業
に

従
事
し
た
の
か
(20)
を
検
討
す
る
。
以
下
の
分
析
で
は
、
両
者
と
も
に
記
載
の
あ
っ
た

お
よ
そ
四
割
（
二
、
七
九
八
名
）
を
分
析
対
象
と
す
る
。
な
お
、
高
等
教
育
機
関
の

増
加
、
産
業
構
造
の
変
化
に
と
も
な
い
、
当
然
、
佐
賀
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
も

そ
れ
が
反
映
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

①
帝
国
大
学

【
図
表
７
】
に
、
帝
国
大
学
進
学
者
の
学
校
名
お
よ
び
学
修
分
野
と
、
そ
の
後
従

事
し
た
産
業
と
の
関
連
を
示
し
た
。
進
学
先
に
帝
国
大
学
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の

は
七
四
八
例
あ
っ
た
が
、
う
ち
七
一
八
例
、
お
よ
そ
九
十
六
％
は
東
京
、
京
都
、
九

州
の
各
帝
国
大
学
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
東
京
お
よ
び

京
都
帝
国
大
学
の
場
合
、
学
修
分
野
を
み
る
と
文
学
・
法
学
が
主
流
を
な
し
て
い
る

が
、
一
方
で
、
九
州
帝
国
大
学
の
場
合
、
理
学
・
工
学
（
以
下
、「
理
工
等
」
と
す
る
）、

医
学
・
歯
学
・
薬
学
等
（
以
下
、「
医
学
等
」
と
す
る
）
を
修
め
た
ケ
ー
ス
が
多
数
派

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

彼
ら
が
従
事
し
た
産
業
で
あ
る
が
、
図
表
の
通
り
、
お
よ
そ
六
割
は
公
務
・
自
由

業
に
従
事
し
て
い
る
。
佐
賀
は
公
務
従
事
者
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
と
指
摘
す

る
先
行
研
究
も
あ
る
通
り
(21)
、
特
に
、
東
京
・
京
都
の
両
帝
大
で
顕
著
で
あ
る
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、
東
京
帝
国
大
学
の
場
合
、「
逓
信
省
」「
外
務
省
」「
商
工
省
」
な
ど
国

旧制佐賀中学校における卒業生の進路7

【図表７】帝国大学進学者の従事した産業



家
事
務
に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
が
七
十
余
名
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
事
務
従
事
者
の
お

よ
そ
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
帝
国
大
学
の
場
合
は
、
国
家
事
務
、
地
方
事
務
と

も
十
数
名
で
あ
っ
た
。
一
方
、
九
州
帝
国
大
学
を
み
る
と
、「
開
業
」「
耳
鼻
咽
喉
科

部
長
」「
病
院
長
」「
診
療
所
」
な
ど
、
公
務
・
自
由
業
の
う
ち
医
療
従
事
者
が
最
多

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
理
工
等
を
修
め
（
九
州
帝
国
大
学
の
場
合
、
六
七
名
す
べ

て
が
「
九
大
工
」）、「
造
船
」「
電
力
」「
自
動
車
工
業
」
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
。
た

だ
、
会
社
名
か
ら
勤
務
地
を
み
る
と
、
佐
賀
県
や
福
岡
県
、
長
崎
県
な
ど
九
州
地
方

も
も
ち
ろ
ん
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
東
京
府
や
神
奈
川
県
、
千
葉
県
な
ど
関
東
地
方
も

同
程
度
で
あ
り
、
九
州
に
限
ら
ず
全
国
各
地
に
点
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
官
公
私
立
大
学

帝
国
大
学
以
外
の
官
公
私
立
大
学
へ
の
進
学
者
及
び
学
修
分
野
を
み
る
と
、【
図

表
８
】
の
通
り
、
理
工
等
、
医
学
等
、
商
学

等
な
ど
実
学
の
分
野
を
修
め
て
い
る
。
学
校

別
に
み
る
と
、
長
崎
医
科
大
学
や
熊
本
医
科

大
学
な
ど
近
隣
諸
県
の
官
立
医
科
大
学
が
多

数
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
大
学
で
医
学

等
を
学
び
、「
開
業
」「
病
院
」「
診
療
所
」
な

ど
医
療
に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
が
一
つ
の
趨
勢

を
な
し
て
い
た
。
政
治
・
経
済
・
商
学
（
以

下
、「
政
経
等
」
と
す
る
）
の
分
野
で
は
、「
早

大
」
の
み
の
記
載
で
ど
の
よ
う
な
分
野
を
学

ん
だ
の
か
分
類
で
き
な
い
場
合
も
多
数
あ
る

が
、
早
稲
田
大
学
（「
早
大
商
」「
早
大
政
経
」
な
ど
の
記
載
）
へ
の
進
学
が
主
流
で

あ
っ
た
(22)
。
ま
た
、
そ
れ
に
つ
い
で
東
京
商
科
大
学
へ
の
進
学
者
も
三
十
八
名
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
学
修
を
経
て
、
商
工
業
に
従
事
し
て
い
る
。
工

業
に
従
事
し
た
例
で
は
、「
東
邦
電
力
株
式
会
社
」
な
ど
の
電
力
会
社
、
あ
る
い
は
、

「
浦
賀
船
渠
会
社
」
や
「
石
川
島
造
船
所
」
な
ど
の
造
船
会
社
に
、
商
業
に
従
事
し
た

場
合
は
、
銀
行
や
保
険
業
に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
を
多
く
確
認
で
き
た
。
理
工
等
を
修

め
た
ケ
ー
ス
も
一
定
数
が
あ
っ
た
。
東
京
工
業
大
学
の
三
十
名
を
は
じ
め
、
早
稲
田

大
学
や
日
本
大
学
、
旅
順
工
科
大
学
へ
進
学
し
た
例
を
確
認
で
き
た
が
、
医
学
等
や

政
経
等
の
半
数
以
下
で
あ
っ
た
。
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③
専
門
学
校
等

次
に
、【
図
表
９
】【
図
表
10
】
に
示
し
た
専
門

学
校
等
の
進
学
先
お
よ
び
従
事
し
た
産
業
に
つ
い

て
で
あ
る
。
実
業
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
多
く
で

学
修
分
野
を
特
定
で
き
た
が
、
専
門
学
校
に
つ
い

て
は
学
校
名
の
み
が
記
載
し
て
あ
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
。
学
修
分
野
が
不
明
確
で
、
特
定
で
き
な

い
場
合
は
「
記
載
な
し
」
に
分
類
し
た
。

ま
ず
、【
図
表
９
】
の
専
門
学
校
進
学
者
に
つ
い

て
で
あ
る
。
彼
ら
の
従
事
し
た
産
業
で
あ
る
が
、

専
門
学
校
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、
医
学
等
を
修
め

た
者
が
最
も
多
く
、
九
十
二
名
に
上
っ
た
。
彼
ら

の
多
く
は
、
長
崎
医
科
大
学
附
属
薬
専
や
熊
本
薬

学
専
門
学
校
な
ど
で
薬
学
を
学
び
、「
薬
種
商
」「
薬

剤
士
」
な
ど
を
務
め
た
。
勤
務
地
を
み
る
と
、
お

よ
そ
半
数
は
佐
賀
県
内
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
政

経
等
を
修
め
た
者
が
六
十
三
名
で
あ
っ
た
。
学
校

別
に
み
る
と
、
東
亜
同
文
書
院
が
三
十
九
例
と
最

多
で
あ
っ
た
。

実
業
専
門
学
校
進
学
者
の
具
体
的
な
学
校
名

と
、
従
事
し
た
産
業
に
つ
い
て
【
図
表
10
】
に
示

し
た
。
学
校
別
に
み
る
と
、
長
崎
高
等
商
業
学
校

旧制佐賀中学校における卒業生の進路9

【図表９】専門学校進学者の従事した産業【図表 10】実業専門学校進学者の従事した産業



が
八
十
九
例
と
最
多
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
勤
務
先
を
み
る
と
、「
東
邦
電
力
」「
小
野

田
セ
メ
ン
ト
」「
日
立
製
作
所
」「
三
菱
銀
行
」「
山
陽
百
貨
店
」
な
ど
の
商
工
業
、
あ

る
い
は
「
佐
賀
商
業
教
諭
」
と
い
っ
た
公
務
・
自
由
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
産
業

に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
、
熊
本
高
等
工
業
学
校
、
明
治
専
門
学
校
な
ど
に
進
ん
だ

者
は
、「
東
邦
電
力
」「
日
鉄
八
幡
製
鉄
所
」
な
ど
金
属
工
業
や
電
力
発
生
、
供
給
業

に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。

④
陸
海
軍
諸
学
校

次
に
文
部
省
所
管
外
の
学
校
へ
の
進
学
先
お
よ
び
従
事
し
た
産
業
に
つ
い
て
検
討

す
る
。【
図
表
11
】
は
、
水
産
講
習
所
や
陸
海
軍
諸
学
校
、
逓
信
官
吏
練
習
所
な
ど
、

文
部
省
所
管
外
の
学
校
へ
進
学
し
、「
公
務
、
自
由
業
」
に
従
事
し
た
者
の
数
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
大

半
が
陸
軍
士
官
学
校

や
海
軍
兵
学
校
な
ど

の
軍
関
係
学
校
で
あ

る
。
陸
軍
か
海
軍

か
、
不
明
の
場
合
も

多
く
あ
る
が
、
海
軍

関
係
学
校
へ
の
進
学

者
の
多
さ
は
、
佐
賀

県
の
特
色
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
後
に
述
べ

る
が
、
同
窓
会
誌
に

は
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
進
学
が
振
る
わ
な
い
こ
と
を
危
惧
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

三
、
同
窓
会
雑
誌
『
栄
城
』
に
み
ら
れ
る
進
路
選
択
の
背
景

同
窓
会
雑
誌
『
栄
城
』
に
み
ら
れ
る
、
卒
業
生
や
在
校
生
の
記
述
か
ら
、
以
上
の

よ
う
な
進
学
や
就
職
の
背
景
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
鹿
児
島
県
立
第
二

鹿
児
島
中
学
校
の
場
合
と
同
様
(23)
、
佐
賀
中
学
校
に
お
い
て
も
進
学
先
の
各
高
等
学

校
、
専
門
学
校
等
か
ら
「
通
信
」
な
ど
と
い
っ
た
形
で
、
進
学
先
の
状
況
に
関
す
る

記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、在
校
生
に
よ
る
進
路
選
択
に
関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。

以
下
、
進
学
先
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中

心
に
分
析
を
行
う
。

（
一
）
高
等
学
校
へ
の
進
学
者
か
ら

高
等
学
校
へ
の
進
学
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
経
由
し
て
帝
国
大
学
等
へ
進
学
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
先
に
見
た
最
終
学
歴
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
、
高
等
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
、
特
に
、

第
五
高
等
学
校
の
進
学
を
促
す
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
同
校
進
学
者
か
ら
送
ら
れ

た
、
明
治
三
十
七
年
の
「
熊
本
だ
よ
り
」(24)
に
は
、「
諸
先
生
は
じ
め
御
一
同
益
々
御

健
勝
の
由
何
よ
り
の
事
と
存
じ
候
昨
は
我
等
が
母
校
の
庭
球
撰
手
を
迎
て
久
々
に
て

佐
賀
言
葉
な
ま
り
の
お
か
し
き
を
き
ゝ
栄
城
健
児
と
久
闊
を
叙
し
候
事
何
よ
り
の
ユ

ク
ヮ
イ
に
御
座
候
ひ
き
」
と
あ
り
、
明
治
後
期
に
お
い
て
は
、「
庭
球
」
な
ど
を
通
じ

た
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
大
正
九
年
の
佐
賀
高
等
学
校
設
置
以
来
、
第
五
高
等
学
校
へ
の
進
学
は

次
第
に
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。
大
正
十
二
年
の
「
竜
南
生
活
」(25)
に
は
、「
現
在
佐
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中
出
身
者
は
十
三
人
」
で
あ
り
、「
量
に
於
て
」「
他
の
同
窓
会
に
劣
る
」
と
述
べ
て

い
る
。「
二
三
年
前
は
三
十
四
五
人
位
あ
つ
た
と
か
に
比
す
れ
ば
転
た
今
昔
の
感
無

か
ら
ん
や
」
と
の
表
現
か
ら
、
こ
の
頃
、
佐
賀
中
学
校
出
身
者
が
半
数
以
下
に
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
て
か
、「
五

高
の
先
輩
」
が
修
学
旅
行
先
で
佐
賀
中
学
校
と
の
接
触
を
は
か
っ
て
い
る
。
先
に
示

し
た
「
竜
南
生
活
」
の
二
年
前
で
は
あ
る
が
、
大
正
十
年
の
『
栄
城
』
中
、「
修
学
旅

行
記
」(26)
で
は
、熊
本
訪
問
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。「
僕
は
十
人
ば
か
り
、

五
高
の
村
山
、
今
泉
二
兄
と
共
に
江
津
湖
に
行
つ
て
、
五
高
の
短
艇
に
乗
つ
た
。（
中

略
）
此
の
時
五
高
の
高
島
兄
は
態
々
見
送
つ
て
下
さ
つ
た
」(27)
と
あ
り
、
ま
た
、
翌
年

に
は
「
五
高
の
先
輩
の
案
内
で
、
花
岡
山
に
登
つ
て
、
弁
当
を
開
い
た
」(28)
と
記
さ
れ

て
い
る
。
第
五
高
等
学
校
の
「
兄
」
た
ち
が
修
学
旅
行
先
で
の
案
内
な
ど
を
積
極
的

に
行
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

第
五
高
等
学
校
進
学
者
の
減
少
は
さ
ら
に
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の

「
竜
南
だ
よ
り
」(29)
に
は
、「
今
年
四
人
の
卒
業
生
が
出
て
行
」
け
ば
、
残
る
佐
賀
中
学

校
出
身
者
は
「
タ
ツ
タ
四
人
」
に
な
り
「
寂
し
い
事
だ
」
と
報
せ
て
い
る
。
ま
た
、

自
ら
の
第
五
高
等
学
校
卒
業
に
あ
た
り
、「
残
る
一
年
二
年
の
奴
ど
も
思
ふ
て
は
思
、

断
腸
」
と
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
、「
敢
て
人
数
の
多
寡
で

ど
う
こ
う
と
言
ふ
の
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
佐
賀
中
学
校
在
校
生
に
向
け
て

の
、「
井
の
中
の
蛙
も
よ
か
ろ
う
が
、
あ
ま
り
に
淋
し
い
事
だ
」
と
の
記
述
で
あ
る
。

地
元
に
佐
賀
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ
、
第
五
高
等
学
校
へ
の
進
学
が
消
極
的
に
な
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

県
内
に
留
ま
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
な
見
方
は
こ
れ
以
前
に
も
み
ら
れ
た
。
大

正
元
年
の
「
漂
々
日
記
」(30)
に
は
、「
卒
業
証
書
を
手
に
握
つ
た
」
も
の
の
「
不
養
生
し

た
報
い
で
胃
病
に
罹
つ
た
」
た
め
進
路
が
決
ま
っ
て
い
な
い
生
徒
の
焦
燥
感
が
綴
ら

れ
て
い
る
。「
早
き
は
某
の
高
師
を
劈
頭
に
某
は
高
商
、
某
は
工
科
学
堂
」
と
県
外
に

進
学
す
る
者
、「
兵
学
校
、
高
等
学
校
と
、
そ
れ
〴
〵
、
笈
を
負
う
て
上
京
」
す
る
者

ら
を
横
目
に
、「
鎮
西
の
一
隅
に
漂
々
と
し
て
ゐ
る
」
自
ら
を
嘆
い
て
い
る
。
県
外
に

新
天
地
を
求
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
後
に
も
述
べ
る
、
寮
生
活
に
対
す
る
憧
憬
が
、

進
学
先
を
選
択
す
る
際
の
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者
か
ら

【
図
表
８
】【
図
表
９
】【
図
表
10
】
で
み
る
限
り
、
官
公
私
立
大
学
や
専
門
学
校

等
の
う
ち
も
っ
と
も
多
か
っ
た
進
学
先
は
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
で
あ
っ
た
。
同
校

進
学
者
か
ら
在
校
生
へ
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

大
正
元
年
の
『
栄
城
』
に
寄
せ
ら
れ
た
「
長
崎
高
商
の
紹
介
」(31)
で
は
、「
尚
武
の

気
象
旺
々
な
る
栄
城
中
学
を
卒
へ
て
、
最
も
縁
遠
き
実
業
学
校
に
入
学
す
る
は
、
何

と
な
く
一
種
異
分
子
の
如
き
感
仕
候
」
な
ど
と
謙
遜
し
た
表
現
を
し
て
い
る
。「
皆

一
様
に
海
陸
軍
の
学
校
に
あ
ら
ず
ば
一
高
、
若
く
ば
東
京
高
商
の
如
き
を
目
的
」
と

す
る
中
、「
我
長
崎
高
商
の
如
き
殆
ど
眼
中
に
な
く
」と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
前
置
き
で
あ
り
、
本
題
は
長
崎
高
等
商
業
学
校
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

で
あ
る
。
ま
ず
、「
修
業
年
限
は
三
年
」
で
あ
り
、「
東
京
よ
り
一
年
半
、
神
戸
よ
り

一
年
」短
い
期
間
で
卒
業
で
き
、「
夫
れ
丈
ヶ
早
く
社
会
に
活
動
す
る
事
を
得
」ら
れ
、

「
夫
れ
丈
ヶ
早
き
実
業
界
の
先
輩
」
と
な
る
と
訴
え
て
い
る
。
ま
た
「
就
職
難
の
声
、

喧
し
き
折
柄
」
で
あ
る
が
、
同
校
卒
業
者
は
「
尽
く
就
職
し
終
へ
」
た
こ
と
、
あ
る

い
は
「
京
大
と
の
聯
絡
」
も
あ
り
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
付

旧制佐賀中学校における卒業生の進路11



言
し
て
い
る
。

大
正
六
年
の
『
栄
城
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
長
崎
高
等
商
業
学
校
を
紹
介
す
」(32)
で

は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
第
一
に
、
卒
業
後
の
就
職
に
つ

い
て
で
あ
る
。「
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
の
大
銀
行
大
会
社
、
御
役
所
よ
り
引
張
り
紙
鳶
」

「
先
生
に
な
り
た
い
も
の
は
商
業
学
校
の
教
諭
」「
軍
人
志
望
の
者
は
主
計
に
な
れ
ば

直
に
少
尉
相
当
官
」
と
、
幅
広
い
道
が
開
け
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

第
二
に
、
上
級
学
校
等
へ
の
接
続
で
あ
る
。
成
績
に
つ
い
て
だ
ろ
う
か
、「
本
校
を

２
｜
３
以
上
で
卒
業
」
す
れ
ば
、「
無
試
験
で
東
京
高
商
の
専
攻
部
に
入
る
こ
と
」
が

で
き
、
さ
ら
に
進
め
ば
学
士
と
な
り
、「
大
学
出
の
法
学
士
君
と
同
一
資
格
」
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
本
校
を
卒
業
し
て
京
都
帝
大
の
法
科
に
試
験
を
受
け

て
合
格
す
れ
ば
入
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
、
京
都
帝
国
大
学
へ
の
接
続
も
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
第
三
に
、
佐
賀
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
で
あ
る
。「
長
崎
と
い

へ
ば
佐
賀
か
ら
僅
か
三
十
里
の
西
で
急
行
で
行
け
ば
た
つ
た
三
時
間
」
と
、「
帰
り
た

い
時
に
は
何
時
で
も
帰
れ
る
」
距
離
に
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
安
心
感
を
与
え
て
い

る
。
試
み
に
、【
図
表
12
】
で
、
大
正
十
五
年
の
時
刻
表
を
み
て
み
る
と
、
佐
賀
―
長

崎
間
は
お
よ
そ
四
時
間
足
ら
ず
で
あ
る
。
な
お
、佐
賀
―
小
倉
間
が
お
よ
そ
五
時
間
、

佐
賀
―
熊
本
間
が
お
よ
そ
四
時
間
半
で
あ
っ
た
。
佐
賀
か
ら
数
時
間
、
長
く
て
も
半

日
で
長
崎
、
あ
る
い
は
福
岡
県
や
熊
本
県
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
に
ア

ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
の
他
、「
学
費
」
に
つ
い
て
「
本
校
は
割
合
に
少
い
」
こ
と
、「
一

年
生
の
間
は
寄
宿
舎
に
入
ら
れ
る
」
こ
と
な
ど
経
済
的
な
負
担
、
あ
る
い
は
「
長
崎

中
学
校
を
除
い
て
は
佐
中
が
一
番
」
多
い
こ
と
な
ど
、
在
校
生
の
不
安
を
解
消
す
る

よ
う
な
情
報
を
与
え
て
い
る
。
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同
じ
く
長
崎
高
等
商
業
学
校
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
「
自
彊
寮
よ
り
」(33)
に
は
、「
寮
生

活
！
」に
憧
れ
て
同
校
へ
入
学
し
た
と
思
わ
れ
る
筆
者
の
日
常
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
寮
生
活
」
が
「
日
頃
の
憧
憬
の
的
」
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
生
活
に
「
貴
重
な
る
学

生
生
活
の
真
味
が
赤
裸
々
に
表
現
さ
れ
る
点
」
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

先
輩
よ
り
、「
一
度
寮
生
活
を
や
つ
て
見
給
へ
。
学
生
生
活
の
面
白
味
は
想
像
以
上

で
す
よ
」
と
勧
め
ら
れ
、
実
際
の
経
験
を
経
た
心
情
を
綴
っ
て
い
る
。「
夕
陽
が
西
に

傾
く
頃
塒
に
帰
る
小
鳥
を
見
て
は
故
里
を
想
ひ
、
弦
月
淡
く
照
す
時
思
ひ
を
郷
関
に

走
ら
す
こ
と
は
幾
度
で
あ
ら
う
。（
中
略
）
こ
れ
は
誰
で
も
初
め
て
異
国
の
空
に
遊

ん
だ
者
の
等
し
く
経
験
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
な
が
ら
も
、「
夜

は
部
屋
毎
に
集
つ
て
各
自
の
御
国
自
慢
に
花
」
を
咲
か
せ
る
な
ど
、「
共
同
生
活
の
美

風
」
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、『
栄
城
』
中
「
高
等
程
度
諸
学

校
入
学
者
」
等
の
記
載
か
ら
、
佐
賀
高
等
学
校
に
も
合
格
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
た
(34)
。
地
元
の
高
等
学
校
を
選
ば
ず
、
こ
う
し
た
「
寮
生
活
」
を
狙
っ
て
か
、
あ
え

て
隣
県
の
高
等
商
業
学
校
へ
進
学
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

熊
本
薬
学
専
門
学
校
へ
進
ん
だ
卒
業
生
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
大
正
十
四
年

の
「
通
信
」(35)
の
中
で
同
校
卒
業
後
の
幅
広
い
就
職
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。「
薬

剤
師
を
養
成
す
る
所
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
す
べ
て
御
承
知
で
御
座
い
ま
せ
う
が
、
そ

れ
は
一
部
」
で
あ
り
、「
主
な
る
目
的
は
文
明
の
基
因
と
な
る
べ
き
化
学
研
究
に
重
き

を
置
い
て
居
る
」と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
卒
業
後
は
、「
化
学
研
究
所
、病
院
、

製
薬
会
社
、
衛
生
試
験
場
、
県
庁
、
陸
海
軍
等
」「
中
等
化
学
教
員
」
な
ど
様
々
な
道

が
開
か
れ
る
と
し
て
、
薬
剤
師
養
成
に
特
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
薬
学
専
門
学
校
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
熊
本
薬
専
へ
進
学
し
た
者
の
勤
務
先
を
み

る
と
、
確
か
に
「
薬
種
商
」
や
「
薬
局
」
以
外
に
も
、「
製
薬
会
社
」、「
県
警
察
部
衛

生
課
」、
病
院
や
医
院
（「
市
立
刀
根
山
病
院
」「
満
鉄
哈
爾
浜
医
院
」）、
あ
る
い
は
陸

軍
に
所
属
し
た
ケ
ー
ス
を
確
認
で
き
た
。

九
州
地
方
以
外
へ
の
進
学
者
、
東
京
高
等
商
船
、
神
戸
高
等
商
船
の
一
例
を
示
し

て
み
よ
う
。
先
に
示
し
た
【
図
表
10
】
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
高
等
商
船
学
校
へ

進
む
ケ
ー
ス
は
珍
し
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
学
校
か
ら
の
通
信
も
散
見
さ
れ
た
。
大

正
八
年
の
『
栄
城
』
中
、「
娑
婆
へ
の
便
」(36)
に
は
、「
越
中
島
の
鷗
飛
び
交
ふ
海
辺
に

立
つ
て
、
遥
か
品
川
湾
の
台
場
や
、
白
帆
さ
て
は
房
総
の
山
々
を
望
ん
で
は
心
も
故

郷
に
は
せ
共
に
語
る
同
郷
の
士
も
が
な
と
思
ふ
」
佐
賀
中
学
校
出
身
者
の
心
情
が
吐

露
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
高
等
商
船
学
校
に
お
い
て
「
母
校
出
身
者
が
独
り
で

あ
る
と
云
ふ
事
は
云
ひ
知
れ
な
い
心
細
さ
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
自
分
が
去
つ
た
後

の
越
中
島
に
は
、
栄
城
男
児
の
姿
は
没
し
て
し
ま
ふ
。
自
分
が
去
つ
た
後
越
中
島
の

鳩
が
集
ふ
灰
色
の
校
舎
内
に
、
小
栄
城
会
の
開
か
る
る
時
が
あ
る
だ
ら
う
か
」
と
嘆

い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
同
校
卒
業
の
暁
に
は
、「
甲
種
一
等
運
転
士
又
は
一
等
機

関
士
の
免
状
が
貰
へ
」、「
船
長
機
関
長
に
な
る
に
も
、
何
等
の
試
験
も
な
く
年
限
に

よ
り
免
状
を
貰
ふ
事
が
出
来
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
同
校
は
、「
海
上
最
高
の
学
府
と

し
て
大
な
る
権
威
を
持
つ
て
居
る
」
と
そ
の
利
点
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
卒

業
後
の
会
社
へ
の
就
職
は
「
現
在
三
会
社
（
日
本
郵
船
大
坂
商
船
東
洋
汽
船
）
は
、

本
校
卒
業
者
に
非
ざ
れ
ば
採
用
し
な
い
状
態
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
海
軍
兵
籍
へ

の
編
入
に
つ
い
て
は
「
卒
業
の
後
は
海
軍
予
備
将
校
」
と
な
り
、「
年
限
に
よ
り
中
佐

ま
で
昇
級
」
で
き
る
と
し
て
い
る
(37)
。
事
実
、
同
校
進
学
者
の
勤
務
先
を
み
る
と
、

「
山
下
汽
船
株
式
会
社
」「
大
連
汽
船
株
式
会
社
」「
日
本
郵
船
機
関
長
」「
予
海
中
佐
」

旧制佐賀中学校における卒業生の進路13



な
ど
の
記
載
が
み
ら
れ
、
船
舶
運
輸
業
、
あ
る
い
は
軍
事
に
従
事
し
た
者
を
確
認
で

き
た
。
さ
ら
に
、
学
費
に
つ
い
て
は
、
自
費
生
も
あ
る
が
、
官
費
、
あ
る
い
は
「
入

校
後
の
成
績
に
よ
り
汽
船
会
社
が
貸
与
」
す
る
場
合
も
あ
り
、「
専
門
学
校
と
し
て
は

極
め
て
少
な
い
」
と
の
情
報
を
与
え
て
い
る
。

東
京
高
等
商
船
学
校
進
学
者
の
他
の
記
述
を
み
る
と
、
大
正
十
三
年
の
『
栄
城
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
越
中
島
よ
り
」(38)
に
は
、「
此
の
雄
々
し
い
理
想
的
な
学
校
に
栄
城

男
子
は
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
何
と
い
ふ

浅
ま
し
さ
」、「
栄
城
男
子
の
居
な
か
つ
た
の
が
一
番
残
念
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
高
等
学
校
や
大
学
へ
の
進
学
を
さ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、「
今
ま
で
は
或
る
程

度
ま
で
何
々
学
士
と
か
何
博
士
と
か
で
肩
書
が
光
つ
て
居
り
ま
し
た
が
今
後
は
そ
ん

な
不
自
然
な
世
習
は
通
用
致
し
ま
せ
ん
。
国
家
多
端
の
今
日
（
中
略
）
人
間
は
労
働

す
べ
き
で
す
」
と
叱
咤
し
て
い
る
。「
確
固
た
る
思
想
を
抱
い
て
高
校
に
受
験
す
る

者
は
又
格
別
」
で
あ
る
が
、「
流
行
に
依
つ
て
」
進
路
を
選

ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、「
断
固
と
し
て
流
行
的
の
思
想
は
撤

癈
し
給
へ
!!!
」
と
批
判
し
て
い
る
。

「
鷗
飛
び
交
ふ
海
辺
」「
遥
か
品
川
湾
の
台
場
」「
鳩
が

集
ふ
灰
色
の
校
舎
」
な
ど
、「
越
中
島
」
に
つ
い
て
は
寂
寥

感
の
漂
う
描
写
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
神
戸
高
等
商
船
学

校
か
ら
の
便
り
を
み
る
と
、「
商
舩
学
校
生
活
」
を
挿
絵
入

り
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

机
は
一
堂
に
隣
す
る
も
夢
は
遠
く
南
北
に
走
る
。
一

は
椰
子
樹
の
影
に
土
人
の
娘
と
語
り
、
一
は
ゴ
ン
ド
ラ
浮
べ
て
水
郷
ベ
ニ
ス
に

紅
灯
の
宵
を
賞
ふ
。
夢
な
る
哉
、
甘
夢
な
る
哉
。
此
の
甘
夢
も
下
手
な
漕
ぎ
方

を
や
る
と
直
ぐ
様
御
目
に
止
つ
て
生
徒
の
前
途
を
思
ふ
や
切
な
る
先
生
の
愛
情

の
発
露
に
見
舞
は
れ
る
。

机
に
肘
を
突
く
事
も
既
に
予
備
行
為
と
し
て
同
罪
で
あ
る
と
。
往
々
に
し
て
有

難
さ
を
越
ゆ
る
も
の
が
あ
る
が
さ
り
と
て
先
生
の
講
義
の
致
す
所
な
ぞ
と
大
そ

れ
た
言
辞
を
弄
す
る
者
は
更
々
居
な
い
事
を
特
筆
し
て
置
く
(39)

そ
し
て
、「
此
の
拙
き
漫
画
に
依
つ
て
商
船
学
校
生
活
の
一
部
分
で
も
表
す
事
が
出

来
」「
之
が
幾
分
の
助
と
で
も
な
つ
て
諸
君
の
中
か
ら
商
船
学
校
希
望
者
を
得
る
」(40)

こ
と
が
で
き
れ
ば
光
栄
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
三
）
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
か
ら

先
行
研
究
、
先
に
も
見
た
進
路
動
向
の
分
析
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
佐
賀
中
学
校

の
特
色
と
し
て
、
陸
海
軍
諸
学
校
、
と
り
わ
け
海
軍
諸
学
校
へ
進
ん
だ
者
が
全
国
的

に
み
て
多
か
っ
た
。
し
か
し
、『
栄
城
』
の
記
述
を
み
る
と
、
叱
咤
激
励
の
意
味
か
ら

か
、
特
に
陸
軍
諸
学
校
の
「
不
振
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。『
栄
城
』
第
一
号
に

示
さ
れ
た
「
陸
軍
同
志
会
（
会
員
稿
）」(41)
に
は
、
明
治
三
十
年
代
に
お
け
る
「
我
佐

賀
陸
軍
の
不
振
」に
つ
い
て
の
懸
念
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

「
小
成
に
安
ん
じ
眼
前
少
時
の
安
逸
を
貪
り
遊
惰
に
耽
り
纔
か
に
学
び
得
た
る
の
一

芸
一
能
を
售
り
以
て
糊
口
の
資
に
供
し
以
て
一
生
の
望
慊
れ
り
と
な
す
」、
あ
る
い

は
、「
之
等
孑
々
の
子
口
を
学
資
の
不
給
に
藉
り
て
以
て
一
時
の
責
を
免
か
れ
ん
と

す
」
る
「
世
の
青
年
」
を
批
判
し
て
い
る
。
学
資
が
足
り
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
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「
官
費
の
学
校
」「
名
誉
あ
る
の
学
校
」、
す
な
わ
ち
「
陸
海
軍
の
諸
学
校
」
に
入
学
し

な
い
の
か
、
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
、「
陸
軍
の
不
振
」
を
打
開
す

る
た
め
、「
佐
賀
陸
軍
同
志
会
」
を
組
織
し
た
こ
と
、「
爾
来
会
員
日
に
益
多
き
を
加

え
今
や
総
員
六
十
余
名
に
上
り
毎
年
数
名
の
将
校
生
徒
を
出
す
」
に
至
っ
た
と
会
の

隆
盛
を
示
す
と
と
も
に
、
在
校
生
に
対
し
て
陸
軍
諸
学
校
を
目
指
す
よ
う
強
く
促
し

て
い
る
。

同
年
同
号
に
は
「
海
軍
同
志
会
（
海
軍
同
士
会
員
投
稿
）」(42)
と
の
記
事
も
み
ら
れ

た
。「
本
校
海
軍
同
志
会
は
明
治
廿
五
年
先
輩
の
意
旨
に
由
り
設
立
さ
れ
た
る
も
の

に
し
て
爾
来
常
に
六
七
十
名
の
会
員
」が
あ
り
、「
毎
月
一
回
の
会
合
」に
お
い
て「
将

校
帰
省
の
節
」
に
は
、「
相
戯
れ
相
語
り
談
笑
の
間
是
が
親
睦
を
謀
」
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
海
軍
将
校
海
軍
兵
学
校
生
徒
の
来
臨
す
る
も
の
多
く
愉
快

に
活
潑
に
盛
大
な
る
会
合
を
」
行
っ
て
き
た
と
、
前
向
き
な
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、「
東
京
知
新
会
東
京
海
軍
同
志
会
」
を
組
織
し
、
こ
れ
ら
が
「
連

絡
を
取
り
互
に
彼
我
の
事
情
を
通
じ
大
に
会
員
の
便
利
を
謀
る
」
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
海
軍
兵
学
校
生
徒
と
成
り
し
者
十
五
名
知

新
会
よ
り
試
験
の
上
採
用
せ
ら
れ
し
者
二
十
三
名
旧
藩
主
公
よ
り
栄
選
せ
ら
れ
し
者

八
名
」
を
出
す
な
ど
の
実
績
を
あ
げ
た
と
し
て
い
る
。【
図
表
３
】
に
も
見
た
通
り
、

昭
和
期
で
は
あ
る
が
佐
賀
県
の
海
軍
兵
学
校
へ
の
志
願
者
数
は
全
国
で
も
十
位
以
内

に
入
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
一
つ
に
、
海
軍
の
み
な
ら
ず
陸
軍
志
願
者
に
対

し
て
も
「
知
新
会
」(43)
や
「
旧
藩
主
公
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
例
え
ば
、
古
賀
寛
『
佐
賀
海
軍
史

明
治
編
』
で
は
、
明
治
期
の
知
新
会
が
、

旧
藩
主
鍋
島
侯
爵
家
な
ど
か
ら
の
資
金
援
助
を
得
て
、
学
資
に
乏
し
い
海
軍
士
官
志

願
者
を
佐
賀
中
学
校
長
に
依
頼
し
て
募
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
知
新
会

の
動
き
が
、「
本
県
出
身
海
軍
将
校
及
び
相
当
官
は
、
殆
ど
海
軍
部
内
の
首
位
を
占

め
」(44)
る
と
い
う
状
況
を
生
ん
だ
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
正
期
に
入
る
と
、
海
軍
機
関
学
校
か
ら
の
「
白
浜
便
り
」(45)
に
は
、
危

機
感
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
久
々
に
『
栄
城
』
紙
面
に
接
し
、「
鍋
島
男
児
の
剛
毅
木

訥
な
る
葉
隠
気
性
」
を
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら
も
、「
昨
年
ま
で
母
校
出
身
者
優
勢
を

占
め
て
」
い
た
佐
賀
中
学
校
出
身
者
が
次
第
に
低
迷
し
、「
俄
に
寝
寂
し
く
」
な
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
年
に
入
校
し
た
者
は
二
名
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
、「
寥
々

た
る
」
状
況
で
あ
る
こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
三
年
の
「
陸
軍
士
官
学
校
よ
り
」(46)
に
は
、「
軍
備
縮
少
は
表
面
の
み
の
事
」

で
あ
り
、
そ
の
「
裏
面
」、「
彼
の
米
国
」
を
見
れ
ば
、「
太
平
洋
方
面
に
大
艦
隊
を
組

織
し
、
今
や
世
界
一
週

（
マ
マ
）

飛
行
を
試
み
」、「
各
国
の
情
況
、
殊
に
地
形
を
視
察
し
以

て
如
何
に
し
て
攻
め
、
如
何
に
し
て
防
ぐ
べ
き
か
を
」
思
案
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
進
学
を
勧
め
て
い
る
。

軍
関
係
学
校
へ
の
進
学
不
振
、
特
に
陸
軍
諸
学
校
進
学
の
不
振
に
関
す
る
記
述
は

昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。
昭
和
十
一
年
の
「
陸
軍
幼
年
校
志
望
諸
君

へ
」(47)
で
は
、「
吾
人
此
の
栄
城
の
地
に
生
ま
れ
、
葉
隠
の
訓
を
受
け
た
る
」「
佐
賀
県

人
の
活
躍
を
待
つ
事
切
な
り
」と
在
校
生
に
対
す
る
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
母
校
の
健
児
の
陸
軍
諸
学
校
の
入
学
の
率
た
る
や
鹿
児
島
東
京
は
お
ろ
か
福
岡
、

熊
本
の
諸
県
に
す
ら
劣
り
聊
か
佐
中
の
意
気
を
損
」
じ
て
お
り
、
か
つ
て
「
幼
年
校

に
於
て
も
勢
力
比
な
く
佐
賀
弁
の
二
三
位
知
ら
ざ
る
人
な
し
」
と
い
っ
た
頃
に
比
べ

る
と
「
寂
寞
の
感
」
が
あ
る
と
嘆
じ
て
い
る
。
ま
た
、
陸
軍
士
官
学
校
へ
進
学
し
た
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あ
る
卒
業
生
に
よ
る
寄
稿
「
思
ひ
出
す
ま
ゝ
に
」(48)
で
は
、
各
県
の
陸
軍
士
官
学
校
入

学
状
況
と
し
て
、「
鹿
児
島
五
十
名
」「
広
島
四
十
名
」「
熊
本
三
十
五
名
」「
山
口

三
十
五
名
」
な
ど
に
比
し
て
、「（
佐
賀
十
四
名
）」
と
、
佐
賀
県
が
振
る
わ
な
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
学
校
別
に
見
て
も
「
広
島
一
中
二
十
名
」「
府
立
四
中
十
七

名
」
な
ど
二
桁
の
実
績
を
あ
げ
た
学
校
も
「
十
指
に
余
り
あ
る
」
と
し
、「
小
成
に
安

ん
ぜ
ず
益
々
奮
闘
」
す
る
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
鹿

児
島
、
東
京
な
ど
の
他
府
県
を
比
較
し
た
場
合
で
あ
り
、【
図
表
４
】
に
も
示
し
た
よ

う
に
、
昭
和
期
の
陸
士
志
願
者
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い
た
(49)
。

お
わ
り
に

佐
賀
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
み
ら
れ
る
特
色
を
整
理
す
る
。

第
一
に
、
帝
国
大
学
へ
の
進
学
に
つ
い
て
で
あ
る
。
他
府
県
の
第
一
中
学
校
等
と

同
様
、進
学
先
の
記
載
が
あ
っ
た
者
の
う
ち
、最
多
を
占
め
た
の
は
帝
国
大
学
で
あ
っ

た
。
彼
ら
の
多
く
は
高
等
学
校
を
経
た
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
大
正
九
年
の
佐
賀
高
等

学
校
設
置
以
来
、
全
国
平
均
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
進
学
先
を
み

る
と
、
東
京
・
京
都
の
両
帝
国
大
学
で
帝
国
大
学
進
学
者
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て

い
た
。
彼
ら
の
学
修
分
野
と
そ
の
後
の
就
職
と
の
関
連
を
み
る
と
、
文
学
や
法
学
を

修
め
、
公
務
・
自
由
業
の
う
ち
国
家
事
務
・
地
方
事
務
に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
を
多
数

確
認
で
き
た
。
九
州
帝
国
大
学
へ
の
進
学
も
主
流
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
学
修
分
野

を
み
る
と
医
学
等
（
六
十
八
名
の
す
べ
て
が
「
九
大
医
」）
や
理
工
等
（
六
十
七
名
す

べ
て
「
九
大
工
」）、
あ
る
い
は
農
林
水
産
な
ど
、
実
学
を
修
め
た
ケ
ー
ス
が
主
流
で

あ
っ
た
。
公
務
・
自
由
業
に
就
い
た
者
が
最
多
で
は
あ
っ
た
が
、
国
家
事
務
・
地
方

事
務
に
比
べ
医
学
等
を
修
め
て
医
療
に
従
事
し
た
者
の
方
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
工

学
を
修
め
工
業
に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
も
目
立
っ
た
。
北
九
州
工
業
地
帯
の
存
在
を
反

映
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
勤
務
地
を
み
る
と
関
連
性
は
確
か
で
は

な
い
。

第
二
に
、
官
公
私
立
大
学
へ
の
進
学
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
半
数
は
東
京
府
の
私
立

大
学
へ
進
学
し
て
い
た
。「
大
隈
侯
爵
」
か
ら
の
直
々
の
講
話
も
あ
り
、
早
稲
田
大
学

へ
の
進
学
が
最
多
で
あ
っ
た
。
学
修
分
野
と
従
事
し
た
産
業
と
の
関
連
を
み
る
と
、

政
経
等
を
学
び
商
工
業
に
従
事
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一
つ
の
流
れ
を
な
し
て
い

た
。
そ
れ
に
つ
い
で
目
立
っ
た
の
は
、
長
崎
医
科
大
学
、
熊
本
医
科
大
学
へ
の
進
学

で
あ
る
。
近
隣
県
の
医
科
大
学
へ
進
み
、
医
療
に
従
事
し
た
ケ
ー
ス
が
も
う
一
つ
の

趨
勢
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
で
あ
る
。
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
進
学
者

を
合
わ
せ
る
と
帝
国
大
学
進
学
者
を
上
ま
わ
る
。
長
崎
、
熊
本
、
福
岡
の
諸
県
へ
向

か
う
者
が
多
く
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
、
熊
本
高
等
工
業
学
校
、
長
崎
医
科
大
学
附

属
薬
専
、
明
治
専
門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
が
目
立
っ
た
。
特
に
長
崎
高
等
商
業
学
校

へ
の
進
学
は
、
銀
行
や
大
会
社
、
商
業
学
校
教
員
、
軍
人
な
ど
、
後
の
幅
広
い
就
職

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
等
学
校
を
経
た
帝
国
大
学
へ
の
進
学
と
い

う
ル
ー
ト
が
一
定
数
あ
っ
た
一
方
で
、
早
期
に
実
社
会
に
出
る
者
は
、
近
隣
諸
県
で

実
学
を
修
め
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
、経
済
的
な
負
担
を
考
え
る
と
、

次
に
述
べ
る
軍
関
係
の
学
校
に
進
む
こ
と
も
有
力
な
選
択
肢
で
あ
っ
た
。

第
四
に
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
通
り
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
の
多
さ
も
、

同
校
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
軍
事
面
に
傾
注
し
て
き
た
と
い
う
旧
藩
以
来
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の
歴
史
を
も
ち
、「
尚
武
の
気
象
」と
も
表
現
さ
れ
る
通
り
、確
か
に
陸
海
軍
諸
学
校
、

と
り
わ
け
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
は
他
府
県
を
凌
駕
し
て
い
た
。「
知
新
会
」
な
ど

の
奨
学
組
織
が
軍
人
育
成
に
注
力
し
て
お
り
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
を
促
進
し

た
。こ

う
し
た
進
路
を
た
ど
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、『
栄
城
』の
記
述
内
容
か
ら
探
っ
た
。

ま
ず
、
進
学
先
を
卒
業
し
た
後
の
就
職
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
た
。
医
学
等
、

あ
る
い
は
陸
海
軍
諸
学
校
な
ど
、
職
業
が
ほ
ぼ
決
定
づ
け
ら
れ
る
場
合
を
除
く
と
、

長
崎
高
等
商
業
学
校
の
例
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
将
来
、
比
較
的
早
期
に
、
し
か
も

幅
広
い
就
職
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
背
景
の
一
つ
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
地
理
的
な
要
素
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
た
。
佐
賀
県
は
福
岡

県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
を
一
円
と
す
る
中
央
あ
た
り
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

近
隣
諸
県
の
高
等
教
育
機
関
へ
進
学
し
、「
寮
生
活
」
を
通
し
た
「
学
生
生
活
の
面
白

味
」
を
味
わ
っ
て
も
、「
帰
り
た
い
時
に
は
何
時
で
も
帰
」
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

よ
う
な
敷
居
の
低
さ
が
進
学
先
選
択
の
基
準
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

「
何
々
学
士
と
か
何
博
士
と
か
」
の
「
肩
書
」
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
高
等
学
校
、

帝
国
大
学
へ
の
進
学
と
い
う
ル
ー
ト
を
「
流
行
的
思
想
」
と
批
判
し
、
ま
た
、
陸
軍

幼
年
学
校
や
士
官
学
校
へ
の
進
学
者
数
の
少
な
さ
を
嘆
ず
る
声
も
聞
か
れ
た
。「
葉

隠
」
と
の
言
葉
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
名
利
に
執
着
し
な
い
こ
と
に
価
値
を
見
出

し
て
い
た
卒
業
生
も
あ
っ
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
東
京
・
京
都
の
両
帝
国
大

学
へ
進
ん
だ
者
は
文
学
・
法
学
分
野
を
修
め
た
者
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
他
の
中
学

校
と
比
べ
る
と
こ
の
分
野
を
修
め
た
者
は
少
な
く
、
実
学
を
重
視
す
る
風
潮
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
上
に
は
詳
述
し
て
い
な
い
が
、「
佐
師
二
部
」
な
ど
、
県
内
の
師
範
学
校
へ

進
み
、
県
内
で
教
員
と
し
て
勤
め
た
者
も
一
定
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
別
稿
で
考
察
す
る
。

【
謝
辞
】
本
研
究
の
遂
行
、
史
料
調
査
に
あ
た
り
、
佐
賀
県
立
佐
賀
西
高
等
学
校
の

松
尾
敏
実
校
長
先
生
、
同
校
統
括
事
務
長
山
口
徳
光
氏
、
栄
城
会
館
の
納
富
朗
氏
、

佐
賀
女
子
高
等
学
校
吉
木
知
也
校
長
先
生
、
洋
学
堂
書
店
小
宮
博
康
氏
に
御
指
導
・

御
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
川
口
雅
昭
先
生
に
御
指

導
賜
っ
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
中
国
四
国
教
育
学
会
第
七

十
回
大
会
「
教
育
の
歴
史
Ⅱ
」
部
会
（
平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日
、
於
・
島
根
大

学
）
に
て
報
告
し
た
「
旧
制
佐
賀
中
学
校
に
お
け
る
卒
業
生
の
進
路
」
に
一
部
変
更

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

註(1)
佐
賀
県
教
育
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
教
育
史

第
三
巻

資
料
編
(三)
』
佐
賀
県
教
育

委
員
会
、
平
成
二
年
、
七
六
九
頁
。

(2)
「
文
部
省
直
轄
学
校
学
生
本
籍
別
人
員
比
較
表
」（
前
掲
『
佐
賀
県
教
育
史

第
三
巻

資
料

編
(三)
』、
七
六
〇
頁
）
に
よ
る
と
、
昭
和
六
年
を
除
い
た
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
十
三
年
の
期

間
に
お
い
て
、
人
口
一
万
人
に
対
す
る
文
部
省
直
轄
学
校
の
学
生
数
は
佐
賀
県
が
常
に
一
位

で
あ
っ
た
。

(3)
三
家
そ
の
「
学
歴
エ
リ
ー
ト
の
輩
出
に
お
け
る
地
域
的
要
因
―
大
正
期
に
お
け
る
高
等
学
校

へ
の
進
学
状
況
か
ら
―
」『
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
五
号
、
一
九
九
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九
年
、
二
七
六
〜
二
八
八
頁
。

(4)
同
右
、
二
七
九
頁
。

(5)
同
右
、
二
八
四
頁
参
照
。

(6)
同
右
、
二
八
六
頁
参
照
。
九
州
に
お
け
る
軍
人
志
向
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
広
田
照
幸
『
陸

軍
将
校
の
教
育
社
会
史
―
立
身
出
世
と
天
皇
制
―
』（
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
三
〜

一
三
五
頁
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(7)
生
馬
寛
信
「
佐
賀
の
明
治
教
育
」『
佐
賀
県
教
育
史

第
四
巻

通
史
編

（一）
』、
平
成
三
年
、

九
〇
二
〜
九
〇
四
頁
参
照
。

(8)
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
著
、
水
田
信
利
訳
『
東
洋
文
庫
26

長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
』
平
凡

社
、
一
九
八
一
年
、
一
四
三
頁
参
照
。
な
お
、
長
崎
港
警
備
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
福
岡

藩
と
佐
賀
藩
と
が
一
年
交
替
で
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（「
長
崎
警
衛
記
録
」
国
史
大
辞
典

編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元
年
、
五
七
〇
頁
参
照
）。

(9)
前
掲
『
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
』、
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
。

(10)
「
中
牟
田
倉
之
助
」
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

平
成
元
年
、
六
五
三
頁
参
照
。

(11)
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
内
栄
城
同
窓
会
編
『
昭
和
十
八
年
三
月

会
員
名
簿
』、
昭
和
十
八
年

カ
（
栄
城
会
館
蔵
）。
以
下
、
同
書
を
、
単
に
「『
名
簿
』」
と
略
記
す
る
。

(12)
佐
賀
県
編『
大
正
七
年
五
月
一
日
現
在

公
立
私
立
学
校
一
覧
』、大
正
七
年
、九
〜
十
頁（
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(13)
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
文
部
省
年
報
』、
明
治
四
十
五
年
〜
昭
和
二
十
五
年
（
宣
文
堂
及

び
印
刷
局
朝
陽
会
、
昭
和
四
十
五
年
〜
昭
和
五
十
四
年
復
刻
発
行
）。

(14)
文
部
省
普
通
学
務
局
編
『
全
国
中
学
校
ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』、
明
治
三
十
七
年
〜
昭
和
十
七
年

（
佐
々
木
享
監
修『
文
部
省

教
育
統
計
・
調
査
資
料
集
成

全
国
中
学
校
ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』

大
空
社
、
一
九
八
八
年
復
刻
発
行
）。

(15)
海
軍
大
臣
官
房
編
『
海
軍
省
年
報
』、
昭
和
五
年
〜
昭
和
十
三
年
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(16)
陸
軍
大
臣
官
房
編
『
陸
軍
省
統
計
年
報
』、
昭
和
三
年
〜
昭
和
十
三
年
（
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

(17)
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
編
栄
城
会
編
『
栄
城
』
第
二
十
二
〜
八
十
八
号
（
欠
号
あ
り
、
明
治

三
十
七
年
〜
昭
和
十
三
年
、
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
）
の
記
載
か
ら
分
か
る
範
囲
で
中
学
校
卒

業
直
後
の
進
学
先
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
佐
賀
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
第
五
高
等

学
校
へ
の
進
学
者
で
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
い
た
が
、
同
校
設
置
後
は
と
っ
て
か
わ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

(18)
「
高
校
入
学
歩
合
」
佐
賀
中
学
校
栄
城
会
編
『
栄
城
』
改
革
号
、
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
栄

城
会
、
大
正
六
年
十
二
月
、
四
十
五
〜
四
十
六
頁
（
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
）。
以
下
、
同
誌
か

ら
の
引
用
は
、「「
高
校
入
学
歩
合
」『
栄
城
』
改
革
号
、
大
正
六
年
十
二
、
四
十
五
〜
四
十
六

頁
。」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
な
お
、
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

(19)
進
学
先
学
校
名
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、「
高
等
諸
学
校
一
覧
（
昭
和
15
年
度
）」（
日
本

近
代
教
育
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
近
代
教
育
史
事
典
』
平
凡
社
、
昭
和
四
十
六
年
、

六
三
七
〜
六
四
四
頁
）
に
基
づ
き
、
昭
和
十
五
年
時
点
の
学
校
名
称
お
よ
び
設
置
者
・
学
校

種
等
を
基
準
と
し
た
。
例
え
ば
、「
長
崎
医
専
」
と
の
記
載
は
官
立
大
学
の
長
崎
医
科
大
学
と

み
な
し
た
。
ま
た
、「
長
崎
医
大
専
」
と
の
記
載
は
長
崎
医
科
大
学
臨
時
附
属
医
専
と
み
な
し

官
立
専
門
学
校
と
し
た
。「
大
阪
商
大
専
」
と
の
記
載
は
、
大
阪
商
科
大
学
高
等
商
業
部
と
み

な
し
、
市
町
村
立
の
専
門
学
校
と
し
た
。

ま
た
、
学
修
分
野
に
つ
い
て
、
大
学
名
の
み
で
判
断
で
き
な
い
場
合
は
「
記
載
な
し
」
と

し
た
。
例
え
ば
、駒
沢
大
学
の
場
合
、前
身
は
曹
洞
宗
大
学
林
、曹
洞
宗
大
学
で
あ
る
が（『
日

本
近
代
教
育
史
事
典
』、
六
四
三
頁
参
照
）、
大
学
と
な
っ
て
か
ら
、「
仏
教
学
科
」「
東
洋
学

科
」「
人
文
学
科
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
〔
大
蔵
省
印
刷
局
編
『
官
報
』
一
九
三
七
年
二
月
十

東海学園大学紀要 第 25 号 18



五
日
、
四
〇
四
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
参
照
〕、
こ
の
分
類
に
従

う
と
、「
文
・
法
」「
神
学
・
宗
教
」
を
含
む
た
め
、「
駒
沢
大
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、「
記
載
な
し
」
と
し
た
。
中
央
大
学
の
前
身
は
英
吉
利
法
律
学
校
、
東
京
法
学
院
大
学

で
あ
る
。
大
学
と
な
っ
て
か
ら
、「
法
律
、
政
治
、
経
済
、
商
業
に
関
す
る
学
術
の
理
論
及
応

用
を
教
授
」〔
中
央
大
学
学
員
会
編『
昭
和
七
年
十
一
月

学
員
名
簿（
附
中
央
大
学
要
覧
）』、

昭
和
七
年
、「
昭
和
七
年
十
月
編

中
央
大
学
要
覧
」、
六
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）〕
し
た
。『
名
簿
』
に
は
、「
中
大
」「
中
大
法
」「
中
大
経
」「
中
大
商
」
な

ど
の
記
載
が
あ
る
が
、
単
に
「
中
大
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
記
載
な
し
」、「
中
大

法
」
な
ど
、
学
修
分
野
の
明
確
な
記
載
が
あ
る
場
合
は
、「
文
・
法
」
と
分
類
し
た
。「
東
京

法
学
院
」
と
の
記
載
は
、「
文
・
法
」
に
分
類
し
た
。
専
修
大
学
は
、
明
治
十
三
年
の
専
修
学

校
創
立
当
初
、
経
済
及
・
法
律
の
二
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
た
〔
専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
専
修
大
学
の
歴
史
」（
https://w
w
w
.senshu-u.ac.jp/history/：
令
和
元
年
十
月
五

日
閲
覧
）
参
照
〕。「
専
修
学
校
」「
東
京
専
修
」
と
の
記
載
は
専
修
大
学
と
み
な
し
た
が
、
学

修
分
野
は
特
定
で
き
な
い
の
で
「
記
載
な
し
」
と
し
た
。

(20)
「
勤
務
先
・
官
職
・
職
業
」
欄
の
記
載
内
容
か
ら
、
卒
業
生
が
従
事
し
た
産
業
を
、「
産
業
分

類
」〔
内
閣
統
計
局
編
『
昭
和
五
年

国
勢
調
査
報
告

第
二
巻

職
業
及
産
業
』
東
京
統
計

協
会
、
昭
和
十
年
、
一
〜
四
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）〕
に
基
づ
い

て
分
類
し
た
。
記
載
が
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
「
在
学
中
」
等
、
進
学
先
に
在
学
中
、
あ
る

い
は
進
学
先
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
っ
た
場
合
は
、「
記
載
な
し
」
と
し
た
。
記
載
が
あ
る
も

の
の
、「
実
業
」「
会
社
員
」「
東
京
」
な
ど
、
産
業
分
野
を
特
定
で
き
な
い
も
の
は
「
不
明
」

と
し
た
。
そ
の
他
、
具
体
的
な
会
社
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
事
業
内
容
を
特
定
で
き

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
「
不
明
」
と
し
た
。

(21)
永
島
広
紀
「
地
方
国
立
大
学
史
の
編
纂
と
旧
制
官
立
高
等
学
校
関
係
資
料
―
旧
制
佐
賀
高
校

を
中
心
に
―
」
広
島
大
学
文
書
館
編
『
広
島
大
学
文
書
館
研
究
叢
書
』
２
、
平
成
二
十
八
年
、

三
十
七
〜
五
十
六
頁
参
照
。「
佐
賀
は
江
藤
新
平
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
や
は

り
法
律
と
い
い
ま
す
か
、
か
つ
て
は
法
務
省
、
法
曹
界
、
あ
る
い
は
会
計
検
査
院
な
ど
に
随

分
人
員
を
送
り
込
ん
だ
県
と
し
て
公
務
員
の
世
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」（
同
、四
十
頁
）

と
の
指
摘
も
あ
る
。

(22)
な
お
、
大
正
六
年
五
月
の
「
学
校
日
誌
抜
萃
」（『
栄
城
』
第
四
十
八
号
、
大
正
六
年
七
月
、

七
十
三
〜
七
十
五
頁
）
に
よ
る
と
、「
廿
二
日

午
前
九
時
ヨ
リ
佐

実

（
マ
マ
、
「
賀
」
カ
―
筆
者
註
）

市
公
会

堂
ニ
於
テ
他
ノ
中
等
男
子
生
ト
共
ニ
大
隈
侯
爵
閣
下
ノ
講
演
ヲ
聴
ク
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
号
に
は
、「
今
回
郷
里
の
佐
賀
に
帰
り
、
諸
君
の
前
に
於
て
今
日
談
話
を
な
す
事
を

非
常
に
喜
ぶ
」（「
大
隈
侯
爵
の
講
話
」『
栄
城
』
第
四
十
八
号
、
大
正
六
年
七
月
、
一
〜
四
頁
）

と
、
大
隈
自
ら
が
生
徒
ら
に
講
話
を
行
っ
て
い
る
。

(23)
拙
稿
「
鹿
児
島
県
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
―
第
二
鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
編

『
学
友
会
雑
誌
』
の
分
析
を
中
心
に
―
」『
東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要

人
文
科
学
研
究
編
』

第
二
十
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〜
二
十
四
頁
参
照
。

(24)
「
熊
本
だ
よ
り
」『
栄
城
』
第
二
十
三
号
、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
、
七
十
七
〜
七
十
九
頁
。

(25)
「
竜
南
生
活
」『
栄
城
』
第
五
十
八
号
、
大
正
十
二
年
二
月
、
四
十
二
〜
四
十
五
頁
。

(26)
「
修
学
旅
行
記
」『
栄
城
』
第
五
十
五
号
、
大
正
十
年
二
月
、
十
七
〜
二
十
四
頁
。

(27)
「
熊
本
ま
で
（
五
年
）」『
栄
城
』
第
五
十
五
号
、
大
正
十
年
二
月
、
十
七
〜
十
八
頁
。

(28)
「
阿
蘇
と
熊
本
（
四
年
）」『
栄
城
』
第
五
十
六
号
、
大
正
十
一
年
二
月
、
四
十
八
〜
五
十
三

頁
。

(29)
「
竜
南
だ
よ
り
」『
栄
城
』
第
六
十
三
号
、
大
正
十
四
年
七
月
、
八
十
四
〜
八
十
五
頁
。

(30)
客
員
多
罪
生
「
漂
々
日
記
」『
栄
城
』
第
三
十
八
号
、
大
正
元
年
十
一
月
、
五
十
八
〜
六
十
一

頁
。

(31)
「
長
崎
高
商
の
紹
介
」『
栄
城
』
第
三
十
八
号
、
大
正
元
年
十
一
月
、
六
十
一
〜
六
十
四
頁
。

(32)
「
長
崎
高
等
商
業
学
校
を
紹
介
す
」『
栄
城
』
第
四
十
七
号
、
大
正
六
年
五
月
、
三
十
二
〜
三
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十
六
頁
。

(33)
「
自
彊
寮
よ
り
」『
栄
城
』
第
五
十
九
号
、
大
正
十
二
年
七
月
、
九
十
二
〜
九
十
三
頁
。

(34)
「
大
正
十
二
年

高
等
程
度
諸
学
校
入
学
者
」『
栄
城
』
第
五
十
九
号
、
大
正
十
二
年
七
月
、

一
三
五
頁
参
照
。

(35)
「
通
信
」『
栄
城
』
第
六
十
二
号
、
大
正
十
四
年
二
月
、
八
十
六
〜
九
十
五
頁
。

(36)
「
娑
婆
へ
の
便
」『
栄
城
』
第
五
十
二
号
、
大
正
八
年
七
月
、
三
十
二
〜
三
十
八
頁
。

(37)
東
京
高
等
商
船
学
校
は
、
大
正
十
四
年
よ
り
文
部
省
所
管
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
農
商

務
省
、
逓
信
省
の
所
管
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
十
七
年
か
ら
、
そ
の
生
徒
は
海
軍
兵
籍
に

編
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
身
分
は
海
軍
生
徒
に
準
ず
る
も
の
と
な
っ
た
。
卒
業
後
は

海
軍
士
官
、
准
士
官
の
予
備
員
と
な
っ
た
（
文
部
省
編
『
産
業
教
育
八
十
年
史
』
大
蔵
省
印

刷
局
、
昭
和
四
十
一
年
、
九
十
四
〜
一
〇
七
頁
参
照
）。
商
船
学
校
規
則
に
よ
る
と
、
そ
の
第

三
条
に
「
学
生
ハ
入
学
ノ
日
ヨ
リ
海
軍
兵
籍
ニ
編
入
セ
ラ
レ
卒
業
後
ハ
海
軍
予
備
員
令
ニ
依

リ
服
役
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」〔
商
船
学
校
編
『
商
船
学
校
一
覧

大
正
九
年
三
月
』、
大
正
九
年
、

二
十
五
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）〕
と
あ
る
。

(38)
「
越
中
島
よ
り
」『
栄
城
』
第
六
十
一
号
、
大
正
十
三
年
七
月
、
十
五
〜
二
十
頁
。

(39)
「
通
信

商
舩
学
校
生
活
」『
栄
城
』
第
七
十
五
号
、
昭
和
六
年
十
二
月
、
八
十
八
〜
九
十
四

頁
。

(40)
同
右
、
九
十
四
頁
。

(41)
「
陸
軍
同
志
会
（
会
員
稿
）」『
栄
城
』
第
一
号
、
明
治
三
十
年
四
月
、
一
一
一
〜
一
一
五
頁
。

(42)
「
海
軍
同
志
会
（
海
軍
同
士
会
員
投
稿
）」『
栄
城
』
第
一
号
、
明
治
三
十
年
四
月
、
一
一
五

〜
一
二
一
頁
。

(43)
「
知
新
会
」
に
つ
い
て
は
、「
佐
賀
藩
海
軍
縁
故
の
集
会
た
る
温
故
会
員
佐
野
、
中
牟
田
、
眞

木
諸
氏
の
主
唱
に
よ
り
後
進
誘
掖
学
生
養
成
の
為
め
に
明
治
十
二
年
十
一
月
築
地
隅
屋
に
会

し
た
る
に
始
ま
り
石
井
忠
亮
、
中
溝
保
辰
、
松
村
義
櫢
氏
等
規
則
起
案
の
任
に
当
り
越
へ
て

翼
十
三
年
十
一
月
再
び
隅
屋
に
集
会
し
」〔
秀
島
成
忠
『
佐
賀
藩
海
軍
史
』
知
新
会
、
大
正
六

年
、
四
一
九
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）〕
て
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ

る
。
そ
の
目
的
は
、
明
治
十
七
年
の
「
知
新
会
規
則
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
同
志
相
会
シ
親
睦

討
議
互
ニ
知
識
ヲ
広
メ
以
テ
海
陸
軍
ノ
学
術
ニ
関
ス
ル
事
ヲ
講
明
拡
張
ス
ル
」
こ
と
、「
後
生

ヲ
誘
掖
シ
テ
陸
海
軍
ノ
学
術
ヲ
修
メ
シ
メ
ン
カ
為
メ
本
会
ヨ
リ
学
資
ヲ
給
シ
テ
生
徒
ヲ
育
成

ス
ル
」
こ
と
で
あ
っ
た
（
同
書
、
四
四
三
頁
）。

(44)
古
賀
寛
『
佐
賀
海
軍
史

明
治
編
』、
平
成
三
十
年
、
七
十
三
頁
。

(45)
「
白
浜
便
り
」『
栄
城
』
第
四
十
七
号
、
大
正
六
年
五
月
、
三
十
六
頁
。

(46)
「
陸
軍
士
官
学
校
よ
り
」『
栄
城
』
第
六
十
一
号
、
大
正
十
三
年
七
月
、
二
十
〜
二
十
一
頁
。

(47)
「
陸
軍
幼
年
校
志
望
諸
君
へ
」『
栄
城
』
第
八
十
五
号
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
、
十
五
〜
十
六

頁
。

(48)
「
思
ひ
出
す
ま
ゝ
に
」『
栄
城
』
第
八
十
五
号
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
、
十
六
〜
十
七
頁
。

(49)
昭
和
十
六
年
の
卒
業
生
は
、
海
軍
兵
学
校
へ
の
進
学
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ

て
い
る
。

（
前
略
）
私
共
の
佐
中
は
、
陸
軍
士
官
学
校
も
そ
う
で
し
た
が
、
特
に
海
軍
兵
学
校
の

入
学
率
は
全
国
一
、
二
を
競
っ
て
お
り
東
京
府
立
四
中
と
は
絶
え
ず
一
位
か
二
位
を
競

い
合
っ
て
い
る
と
常
に
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
又
夏
に
な
る
と
陸
士
や
海
兵
生
徒
先

輩
が
来
校
し
て
講
堂
で
私
等
後
輩
を
叱
咤
激
励
す
る
凜
々
し
い
軍
服
姿
を
見
て
心
か
ら

感
動
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
修
学
旅
行
で
こ
の
様
に
海
軍
兵
学
校
を
見
学
で
き
た
の
も

将
官
級
を
輩
出
し
た
わ
が
佐
中
出
身
の
諸
先
輩
の
お
陰
で
は
な
い
か
と
当
時
想
っ
た
も

の
で
し
た
。
私
の
級
友
で
あ
り
級
長
で
あ
っ
た
村
島
君
は
見
事
四
年
生
で
海
兵
に
合
格

し
ま
し
た
。（
後
略
）（
宇
野
正
「
佐
中
時
代
と
そ
の
後
」
昭
和
十
六
年
会
編
集
委
員
会

編
『
佐
賀
中
学
校
卒
業
五
拾
周
年
記
念
誌
』
昭
和
十
六
年
会
編
集
委
員
会
、
一
九
九
一

年
、
五
十
六
〜
五
十
八
頁
）
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